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当社第83期定時株主総会において決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条の５第４項お

よび企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出す

るものであります。 

  

平成25年６月19日 

第１号議案  剰余金処分の件 

  １ 期末配当に関する事項 

イ  株主に対する剰余金の配当に関する事項およびその総額 

１株につき金11円50銭    総額231,593,371円 

ロ  効力発生日 

平成25年６月20日 

  ２ その他の剰余金の処分に関する事項 

イ  増加する剰余金の項目とその額 

別途積立金         300,000,000円 

ロ  減少する剰余金の項目とその額 

繰越利益剰余金       300,000,000円 

第２号議案  定款一部変更の件 

定款第26条に定める監査役の員数を変更する。  

第３号議案  取締役10名選任の件 

取締役として、谷奥勝三、眞鍋好輝、宇根高司、末村長弘、延廣徹、辰巳純一、西川学、 

荒川壽正、三王哲朗および宮下泰知を選任する。 

第４号議案  監査役１名選任の件 

監査役として、浅井正士を選任する。 

１【提出理由】

２【報告内容】

(1) 当該株主総会が開催された年月日

(2) 当該決議事項の内容



  

  

 
(注) 各決議事項が可決されるための要件は次のとおりであります。 

第１号議案は、出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の賛成であります。 

第２号議案は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席および出席した

当該株主の議決権の３分の２以上の賛成であります。 

第３号議案は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席および出席した

当該株主の議決権の過半数の賛成であります。 

第４号議案は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席および出席した

当該株主の議決権の過半数の賛成であります。 

  

事前行使分および当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できたものの集計により各決

議事項が可決されるための要件を満たし、会社法に則って決議が成立したため議決権の数の一部を集計

しておりません。 

(3) 当該決議事項に対する賛成、反対および棄権の意思の表示にかかる議決権の数、当該決議事項が可決

されるための要件ならびに当該決議の結果

決議事項 賛成(個) 反対(個) 棄権(個)
決議の結果

賛成比率(％) 可否

第１号議案 160,427 37 0 99.55 可決

第２号議案 158,798 1,676 0 98.54 可決

第３号議案

 谷 奥 勝 三 146,613 13,861 0 90.98 可決

 眞 鍋 好 輝 154,286 6,188 0 95.74 可決

 宇 根 高 司 154,286 6,188 0 95.74 可決

 末 村 長 弘 154,261 6,213 0 95.72 可決

 延 廣   徹 154,286 6,188 0 95.74 可決

 辰 巳 純 一 154,284 6,190 0 95.74 可決

 西 川   学 155,615 4,859 0 96.56 可決

 荒 川 壽 正 154,283 6,191 0 95.74 可決

 三 王 哲 朗 155,804 4,670 0 96.68 可決

 宮 下 泰 知 155,785 4,689 0 96.67 可決

第４号議案

 浅 井 正 士 160,225 249 0 99.42 可決

(4) 議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由


